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内容： 

１．地震における木造住宅の被害調査 

 平成28年4月に発生した熊本地震では，震度7の強い揺れ
により多くの木造住宅に被害が発生した．地震発生直後より
木造家屋の被害状況について現地調査を行った結果，昭和
56年以降に建築された「新耐震基準」を満たしていても，基
礎や耐力要素に問題のある建物では，倒壊などの大きな被
害を受けたことを確認した． 

２．木造住宅の耐震設計技術 

 木造在来工法・２階建程度の一般的な木造住宅の場合，
建築基準法における以下に挙げる仕様規定により簡易な構
造設計が行われている． 

 ①地盤の地耐力に応じた基礎の選定 

 ②耐力壁の量とバランスの確認 

 ③柱部位による柱頭・柱脚金物の確認 

 今後，これらの項目を設計段階から建築確認申請による公
的機関でのチェックまで，一貫して見える化する耐震設計技
術の確立が重要となる． 

 

分野：都市計画・建築計画 

専門：建築計画，建築防災 

E-mail: wogawa@tokushima-u.ac.jp 

Tel.   088-656-9193 

Fax:  088-656-9193 

コンタクト不良 

写真 熊本県益城町における木造住宅被害 

表 建築基準法における耐震基準の変遷 

年 制定・改正 主な内容（木構造関連） 

S25年 
(1950) 

建築基準法制定 
構造計算の導入 
壁量規定の導入 

S56年 
(1981) 

同法改正 
(新耐震基準） 

構造計算の新規定(大地震
への対応) 
壁量規定の改正(面材壁の
導入) 

H12年 
(2000) 

同法改正 
(新々耐震基準) 

耐力壁の配置バランス 
地盤に応じた基礎 
継手・仕口の仕様 



内容：

社会的ネットワークモデルを構成するとともに，「マルチ
エージェント型ネットワーク交通行動シミュレーション」と統合
することで，局所的相互作用の影響による交通行動者の意
識・選好の変遷を考慮して，自動車利用抑制と低排出車両
への更新の両面から都市交通政策の評価を可能としている．

現在，中長期的な観点から環境的に持続可能な都市構造
と交通システムの実現を目指し，都市拠点周辺への立地誘
導政策および自動車利用抑制を図る都市交通政策を組み
合わせた各種の都市政策シナリオについて，社会的相互作
用を考慮した評価を可能とすることを目指している．このため，
居住地選択モデル，交通行動モデルおよび社会的ネット
ワークモデルを含む「マルチエージェント型都市活動シミュ
レーション」を構成し，温室効果ガス排出量の削減に加えて，
生活利便性の向上，災害リスクの低減，健康寿命の増長な
どの多様な観点から，各種の都市政策シナリオについて総
合的な長期間の評価を可能とする．これより，多様な主体の
複雑な相互作用を考慮して，対象都市圏における持続可能
な都市構造の実現に向けた都市政策シナリオを導出する．

分野：土木計画学・交通工学

専門：交通工学

E-mail: okushima.masashi@tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7340

Fax: 088-656-7341

コンタクト不良

保有車種選択

保有車種

車両更新時点

交通手段選択

CO2 排出量推計
燃費効率決定

車両更新
期間決定

旅行時間

燃費効率

CO2排出量

通勤交通手段

旅行費用
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内容：良質な天然骨材資源の枯渇が問題視されており，産業副産物
をコンクリート用骨材として実用拡大することが急務となっている。そ
の有力候補として，廃コンクリート塊から製造される再生骨材が挙げら
れるが，これをコンクリート中に使用した場合，強度および耐久性が劣
るため，普及には至っていない。

本研究室では，高炉スラグ細骨材（図1）の潜在性水硬性と水酸化カ
ルシウムの生成の抑制効果によって、低度処理再生粗骨材（図2）を
用いた再生骨材コンクリートの品質向上を目指した研究を実施してい
る。

本研究は，低度処理再生骨材を用いたコンクリートの硬化性状を向
上させる可能性について，普通ポルトランドセメントと高炉スラグセメン
ト（B種）のセメントを用いて種々の配合のモルタル試験体により検討し
た。

その結果、ブリーディングに関しては、粒径が大きい高炉スラグ細骨
材を100％置換した場合を除くと、問題がない（図3）。圧縮強度に関し
ては、高炉スラグＢ種セメントを用いることによって、再生骨材コンク
リートの強度低下が抑制できる（図4）。粒径が小さい高炉スラグ細骨
材を用いることによって、普通ポルトランドセメントでは、再生骨材コン
クリートの凍結融解抵抗性が向上する（図5）、等が明らかになった。

分野：土木材料・施工・建設マネジメント

専門：コンクリート工学

E-mail: chika@ce.tokushima-u.ac.jp 

Tel. 088-656-7321

Fax: 088-656-7351

顔写真
（省略可）

図2. 実験に使用した低度処置再生骨材
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図4 普通ポルトランドセメントと高炉B種セ
メントによる材齢28日圧縮強度の結果.

図5 普通ポルトランドセメントを用いた再生骨材
コンクリートの急速凍結融解試験による劣化曲線

図1 高炉スラグ細骨材5mm（左）と1.2mm（右）
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E-mail: kawaguchi@ce.tokushima-u.ac.jp
Tel.   +81-88-656-9025>
Fax: +81-88-656-9025
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内容：

地震、津波などの自然災害による社会基盤インフラ、建築
物、住居と行った構造物の被害軽減を目的とした研究に、技
術開発という観点から取り組んでいる。また、地震動観測
ネットワーク、広域地震応答シミュレーションを融合し、地震
直後に建物損傷度を推定するシステムの構築に取り組んで
いる。

現在進行系のプロジェクトには以下のようなものがある。

• 地図情報から構造モデルを構築し、広域地震応答シミュ
レーションを可能にする技術開発

• ３次元詳細構造応答シミュレーションから損傷箇所、度合
い、残存耐力を推定、可視化し、情報発信する技術開発

• 簡易地震計を用いた地震動観測ネットワークの構築

• 数値解析と構造実験を取り入れたハイブリッドシミュレー
ション手法の開発

• 緊急地震速報と地震動波形予測を用いた構造振動制御

分野：土木工学、建築学

専門：構造工学、地震工学

E-mail: nnakata@tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7343

Fax: 088-656-7602

コンタクト不良
広域地震応答シミュレーション（徳島大学常三島キャンパス）

詳細３次元地震応答シミュレーション（徳島大学建設棟）

変形 部材歪み

ハイブリッドシミュレーションに
おける構造実験

簡易地震計
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a. Type of job Project type 
b. Location of project Project location 
c. Degree of difficulty Risk involved owing to the nature of the work 
d. Project duration 
e. Size of job Project size 

f. Type and no. of equipment 
 required/available Risk in fluctuation in material prices 

g. Designer(A/E)/Design quality Completeness of the documents 
h. Project cash flow Project cash flow 
i. Rate of return Rate of return 
j. Need for work Need for work 
k. Owner Owner/promoter client identity 
l. Type of contract 
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o. Time of bidding (season) 
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s. Competition Competitiveness of competitors 
t. Your strength in the industry Experience in such projects 
u.
v. Overall economy (availability of work) 

w. Labors environment 
(union, non-union, cooperative) Availability of labour 

x. Portion of work to be subcontracted Portion subcontracted to nominated 
 subcontractor 

y. Reliability of subcontractors 
z. 
aa current workload Current work load 
bb Uncertainty in the estimate Reliability of company cost estimate 
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研究内容：交通事故リスクに関する研究 <研究概要>

都市・地域においては，渋滞・交通事故などに代表される
様々な交通問題・課題が存在しています．

当研究室では，多様な交通データを活用し，交通計画や交
通政策立案に必要な交通行動研究，円滑かつ安全な交通
サービスを実現するための設計・運用・制御に関わる理論構
築に関する研究，災害交通マネジメントに関する研究や地域
交通サービス水準の改善やあり方に関する研究を進めてい
ます．具体的には，機械学習や統計解析などのアプローチ
に基づきながら，車両感知器データやプローブデータ，交通
事故データ，人流データなどの多様な交通観測データを用い
て，交通事故リスクの実態解明や交通現象把握などの研究
テーマに取り組んでおります．

研究テーマ：

・交通安全，交通事故リスクに関する研究

・交通現象把握に関する研究

・交通計画や交通政策立案に必要な交通行動研究

・災害交通マネジメント構築に関する研究

分野：<土木計画学及び交通工学関連>

専門：<交通工学・交通計画>

E-mail : hyodo.satoshi@tokushima-u.ac.jp

Tel./Fax : 088-656-7322

HP : http://plan-tokushima-u.sakura.ne.jp/web/index.html

コンタクト不良

統計解析・機械学習を援用

交通事故
data

交通data

気象data

道路構造
data

多様な観測データを活用し，交通事故リスクを解析
（事故要因）

〇 GISによる推計交通事故リスク可視化例〇 対策の優先順位決定や評価に活用

対策前リスク

対策後リスク

交
通
事
故
リ
ス
ク

区間数

e)対策優先区間
の選定



1. 持続可能なまち・地域を実現するための土地利用計画

地方都市を対象に、土地利用計画の視点から持続可能なま
ち・地域を実現するための計画論について、空間計画に加え、
実現するための制度設計も含めて研究を進めている。

2. 地域資源の発見と活用による持続可能なまちづくり手法

地域の特徴を活かした魅力的なまちを実現するために、地域
資源を活用する技術、それを用いた計画論について研究を進
めている。

3. 空間情報と情報処理技術を活用した都市計画支援ツール

日々発生し続けるビッグデータ、各分野で作成されている各
種空間データ、統計データを収集し、解析し、分かりやすく表現
し、意思決定支援に応用する技術について研究を進めている。

以上、3つの視点から、GIS（地理情報システム、空間情報科
学）をベースに空間データ、各種分析手法を用いた都市計画支
援技術の開発を進めている。

分野：建築学

専門：都市計画・建築計画

E-mail: kojiro [at] tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7612

(A)徳島都市圏を対象に、4次メッシュ別に、災害リ
スク評価値と居住環境評価値を計算し、それを用い
て、各メッシュを類型化した結果

(B)徳島都市圏を対象に、4次メッシュ別に、津波リ
スク、洪水リスク、土砂災害リスクを統合し、インフ
ラ整備の効果を評価した結果

(C)徳島市中心部を対象に、X（ツイッター）のデータ
を集計し、推計した街路網のインテグレーション値と
重ね合わせた結果

(A)

(B)

(C)



内容： 

 近年，コンクリート構造物の維持管理は重要となっており，
構造物の性状を評価するために非破壊検査に対する期待が
高まっている。 

 また，産業副産物を利用したコンクリートや，自己治癒性能
を付与したコンクリートなど新しい材料の開発が進められて
おり，これらの品質や性能を確認する手法としての非破壊試
験的な評価手法の活用を進めている。 

 本研究室では，弾性波を用いた非破壊検査を活用した研
究やコンクリートの耐久性に関連する研究を行ってきた。 

• PCグラウトの充填度評価

• 鋼-コンクリート合成構造内部の空隙の検出

• 超音波法による鉄筋腐食の非破壊的評価手法の確立

• フライアッシュを利用した自己治癒コンクリートの治癒性能
の評価

• 表面気泡抜き取り装置によるかぶりコンクリートの品質向
上効果の評価

分野：<土木工学> 

専門：<維持管理工学> 

E-mail: <t_watanabe@tokushima-u.ac.jp>

Tel.   <088-656-7320> 

Fax:  <088-656-7351> 

コンタクト不良

図-1 鋼-コンクリート合成部材を再現した供試体 

図-2 鋼-コンクリート合成部材内部の欠陥検出結果 



（１）目的

高齢者や障がい者らの逃げ遅れをゼロにするため、要配慮者
利用施設における避難確保計画の実効性向上を目指した手法
を提案する。

（２）研究対象

・過去の地震、津波、水害で被災した高齢者施設、障害者施設、

児童福祉施設、学校

・南海トラフ巨大地震などリスクの高い地域に立地する福祉施設

（３）手法

・ヒアリング調査による行動分析

・現地踏査や氾濫解析による被害状況の分析

・アンケート調査による現状分析

（４）論文テーマ

・徳島県内の社会福祉施設の立地特性と津波防災対策の現状

・高齢者施設における洪水時の「避難開始の判断」の重要性と

判断の目安の設定方法

・平成30年7月豪雨における高齢者施設の避難行動

分野：<複合領域>

専門：<社会・安全システム科学>

E-mail: junko.kanai@tokushima-u.ac.jp

Tel. <088-656-7347>

コンタクト不良

図2 徳島県内の入居型高齢者施
設の津波危険度（浸水 96施設）

図1 東日本大震災の津波で
全壊した宮城県の高齢者施設

図3 鬼怒川の氾濫解析結果から考えられる避難行動開始の目安



【背景】

我が国の道路橋のうち，建設後50年を経過した道路橋（2m以上）の
割合は10年後には40%以上に到達します．構造物の維持管理は，点
検による損傷の早期発見と点検結果に基づいた補修を行う予防保全
型とするのが望ましく，効率的かつ効果的な補修工法の開発が期待さ
れています．鋼橋などの土木鋼構造物では腐食により損傷劣化する
ことが多いです．

【現在，私が取組んでいること】

腐食鋼部材は，断面欠損箇所が降伏しないよう，新規鋼板を高力ボ
ルトで連結し損傷部の応力を分担する当て板工法で補修するのが一
般的です．しかしながら，現状では当て板補修部の設計基準が存在
せず，荷重伝達メカニズムの異なる継手の基準を準用して設計されて
います．このような中，私は下記のような研究課題に取組んでいます．

◆当て板補修部の荷重伝達メカニズムの解明，設計法の確立

◆狭隘空間での施工や閉断面部材への当て板工法を可能とする

片側施工高力ボルト（右図）の

開発ならびに性能評価

分野：構造工学

専門：構造（土木・建築），鋼橋，金属材料

E-mail: moriyama.hitoshi@tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7324

HP: https://researchmap.jp/moriyama-hitoshi
研究（構造実験，数値解析）だけでなく，学協会の活動を通じて補修事例・設計例の収集
なども行っています．ご一緒に検討できることがございましたら，お気軽にご連絡ください．

連結板が
全作用力を伝達

継手の荷重伝達メカニズム 当て板補修部の荷重伝達メカニズム

欠損部も
作用力を伝達

鋼橋における当て板補修工法の適用例

Dead Load

(Pressure)

Live Load

(Uniform forced disp.)

腐食損傷時の残存耐力や補修効果
を高める当て板の構造諸元を
数値解析や模型実験
により調査

補修ケース1

健全状態 損傷状態

補修ケース2

当て板補修した腐食鋼桁端部の力学挙動の評価（上図：数値解析）
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